
一　

酒
望
子
図
幷
酒
德
頌

　
『
鉄
斎
研
究
』
第
四
四
号
に
《
酒
德
頌
》（
紙
本
水
墨　

掛
幅　

一
三
四
・
三
×

三
二
・
九
㎝
）
と
題
す
る
六
十
二
歳
筆
の
作
品
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
紙
本
半
切
の

上
部
に
は
、
軒
先
に
吊
ら
れ
た
杉
玉
（
酒
望
子
・
酒
林
）
を
斜
方
か
ら
描
き
、
全
体

の
四
分
の
三
以
上
を
長
文
の
賛
が
占
め
る
。
款
記
に
「
右
朱
廸
之
酒
德
頌
。
蕪
村
翁

の
作
な
る
を
。
鐵
齋
醉
民
臨
。」
と
み
え
、
酒
德
頌
を
画
題
と
し
蕪
村
画
に
倣
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
《
酒
德
頌
》『
鉄
斎
研
究
』
所
収
と
同
時
期
の
制
作
と
考
え

ら
れ
る
、《
酒
望
子
図
幷
酒
德
頌
》
と
題
す
る
作
品
が
遺
さ
れ
て
い
る
。
作
品
は
紙

本
半
切
（
一
三
四
・
五
×
三
三
・
四
㎝
）
の
掛
幅
。
薄
墨
の
階
調
に
よ
る
簡
潔
な
色
使

い
で
、
省
筆
な
が
ら
も
杉
玉
が
印
象
深
い
。
款
記
に
「
右
朱
廸
之
酒
德
頌
。
夜
半
亭

蕪
村
。
鐵
齋
帯
酔
而
録
。」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
賛
文
は
江
戸
中
期
の
俳
文
集
『
風

俗
文
選
』
を
典
拠
と
す
る
「
酒
德
頌
」
を
録
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
て
、
こ
こ
で
は
《
酒
望
子
図
幷
酒
德
頌
》
を
手
掛
か
り
に
、『
鉄
斎
研
究
』《
酒

德
頌
》
作
品
と
の
異
同
等
を
端
緒
と
し
、
①
作
品
内
容
の
確
認
と
同
一
画
題
作
の
検

証
、
②
落
款
「
醉
」
の
検
討
、
③
「
酒
・
醉
」
に
関
わ
る
作
品
検
討
、
④
「
醉
」
落

款
作
品
の
用
例
一
覧
及
び
考
察
、
以
上
の
よ
う
な
観
点
で
鐵
齋
筆
を
み
て
い
き
た

い
。

《
酒
望
子
図
幷
酒
德
頌
》

１�　

伯
倫
酒
德
乃の

頌
作
る
。
其
德
あ
け
て
か
そ
へ
可か
　
た多
し
。
佐さ

る
德
有
て
内
損
脾
虚

の
病
を
愁
ひ
酒
毒
悪
腫
の
痛
を

２�　

生
し
身
を
や
ふ
り
徳
を
失
ひ
生
酔
の
号
を
と
梨り

朋
友
能の

交
り
を
た
ち
破
戒
の
過

福
岡
教
育
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を
蒙
り
て
八は

佛
の
道
尓に

そ
む
く
。

３�　

佐さ

れ

ば
連
八
盗
跖
尓に

も
德
あ
り
て
伯
夷
尓に
　
も裳
損
有
是
そ
の
用
る
人
尓に

よ
り
て
其
理
の

と
り
あ
や
ま
り
南な

流る

弊へ

之し

。

４�　

我
今
酒
の
德
を
見
る
に
京
南
都
の
酒
店
伊
丹
鴻
能の

池
乃の

酒
蔵
日
々
尓に

身
を
潤
し

月
々
尓に

屋
を
潤
春す

。
綾
羅

５�　

錦
繍
尓に

目
を
見
出
し
五
味
八
珍
尓に

腹
を
こ
や
須す

。
或
時
八は

吉
原
嶋
原
の
揚
屋
尓に

遊
び
大
臣
と
あ
ふ
可か

れ連
作
善
供
養
の
塲
尓に

６�　

徒つ

ら

な
良
奈
り
て
八は

大
檀
那
の
号
を
と
流る

。
是
皆
酒
帒
の
志し

ほ保
り
粕
な
る
遍へ

し
。
昨

日
ま
て
八は

下
部
の
藤
次
と
い
へ
累る

者
も
公け

ふ
八は

な
に
可か

し
町
能の

７�　

名
主
宿
老
乃の

列
尓に

徒つ

ら
奈な

り
小
賣
請
酒
の
細
望
姓
も
白
壁
を
奈な

ら
へ
大
釜
の
烟

絶
る
時
奈な

し
。
是
世
上
尓に

上
戸
と
云
者
有
て
酒
能の

８�　

德
八は

あ
ら
八は

れ連
た
里り

。
さ
あ
ら
八は

下
戸
八は

あ
ま
年ね

く
富
流る

者
尓に

や
と
い
へ
と
む

可か

し
よ
り
下
戸
の
た
て
多た

る
蔵
も
奈な

し
と
八は

み
（
な
）
飲
ぬ
け
の

９�　

金
銀
尓に

て
三
ツ
葉
四
ツ
葉
の
酒
蔵
と
八は

な奈
連れ

る累
也
。
是
も
理
の
と
り
あ
や
ま
り

奈な

る
へ
し
。
其
德
孤
奈な

ら
ん
や
・
・
・
・
・
・

10
（
款
記
）　　

右
。
朱
廸
之
酒
德
頌
。
夜
半
亭
蕪
村　
　

鐵
齋
帯
酔
而
録
。

印
章　

白
・
朱
文　
「
百
錬
・
無
倦
」
方
連
印
（
小
沢
荻
處
刻
）『
鉄
斎
研
究
』
七
三

【
二
〇
】

　

白
文　
「
百
錬
」。
本
名
。
金
属
を
何
回
と
な
く
鍛
え
る
こ
と
。　

　

朱
文　
「
無
倦
」。
字
。　

た
ゆ
ま
ず
努
力
す
る
こ
と
。

＊
両
面
印
で
、
捺
印
面
は
下
駄
印
の
体
裁
。
裏
面
は
白
文
「
銕
崖
仙
史
」（
佐
藤
硯

斎
刻
）。

出
典
『
本
朝
文
選
』（『
風
俗
文
選
』）
巻
十
・
頌
類
・
酒
德
頌
・
朱
廸

江
戸
中
期
の
俳
文
集
。
十
巻
十
冊
。
森
川
許
六
編
。
宝
永
三
年
（
一
七
〇
六
）

刊
。
刊
行
直
後
に
支
考
ら
の
意
見
で
『
風
俗
文
選
』
と
改
題
し
て
再
版
。
松
尾
芭

蕉
お
よ
び
蕉
門
俳
人
二
十
八
人
の
俳
文
百
十
六
編
を
集
め
、
分
類
編
集
し
、
作
者

列
伝
を
加
え
た
も
の
。

釈
読

　

伯
倫
酒
德
の
頌し

ょ
う

作
る
、
其
德
あ
げ
て
か
ぞ
へ
が
た
し
。
さ
る
德
有
て
内
損
脾
虚

の
病
を
愁
ひ
、
酒
毒
悪
腫
の
痛
を
生
じ
、
身
を
や
ぶ
り
、
徳
を
失
ひ
、
生
酔
の
号
を

と
り
、
朋
友
の
交
り
を
た
ち
、
破
戒
の
過と
が

を
蒙こ
う
む

り
て
は
、
佛
の
道
に
そ
む
く
。
さ

れ
ば
盗と
う
せ
き跖
に
も
德
あ
り
て
、
伯
夷
に
も
損
有
、
是
そ
の
用
る
人
に
よ
り
て
、
其
理
の

と
り
あ
や
ま
り
な
る
べ
し
。
我
今
酒
の
德
を
見
る
に
、
京
南
都
の
酒
店
、
伊②
い
た
み丹
鴻
の

池
の
酒さ
か

蔵ぐ
ら

、
日
々
に
身
を
潤
し
、
月
々
に
屋お
く

を
潤
す
。
綾
羅
錦
繍
に
目
を
見
出
し
、

五
味
八
珍
に
腹
を
こ
や
す
。
或
時
は
吉
原
嶋
原
の
揚
屋
に
遊
び
、
大
臣
と
あ
ふ
が
れ

作さ
ぜ
ん善
供く
よ
う養
の
場
に
つ
ら
な
り
て
は
、
大
檀
那
の
号
を
と
る
、
是
皆
酒
袋
の
し
ぼ
り
粕

な
る
べ
し
。
昨
日
ま
で
は
下し

も
べ部
の
藤
次
と
い
へ
る
者
も
、
け
ふ
は
な
に
が
し
町
の
名

主
、
宿
老
の
列
に
つ
ら
な
り
、
小こ
う
り
う
け
ざ
け

賣
請
酒
の
細
⑤
ほ
そ
も
と望
姓で

も
、
白
壁
を
な
ら
べ
、
大
釜
の

烟け
む
り

絶
る
時
な
し
。
是
世
上
に
上
戸
と
云
者
有
て
、
酒
の
德
は
あ
ら
は
れ
た
り
。
さ

あ
ら
ば
下
戸
は
あ
ま
ね
く
富と
め

る
者
に
や
と
い
へ
ど
、
む
か
し
よ
り
下
戸
の
た
て
た
る

蔵
も
な
し
と
は
、
み
（
な欠

）
飲
ぬ
け
の
金
銀
に
て
、
三
ツ
葉
四
ツ
葉
の
酒
蔵
と
は
な

れ
る
也
、
是
も
理
の
と
り
あ
や
ま
り
な
る
べ
し
。
其
德⑦

孤
な
ら
ん
や
・
・
・
・
・
・
。

　
　

右
。
朱
廸
之
酒
德
頌
。
夜
半
亭
蕪
村
。
鐵
齋
、
酔
を
帯
び
て
録
す
。

（
参
考
）『
鉄
斎
研
究
』
四
四
─
九
「
酒
德
頌
」（
鉄
斎
研
究
所　

昭
和
五
十
四
年
七

月
）

①	
�

劉
伶
、
西
晋
の
思
想
家
、
江
蘇
沛
の
人
。
竹
林
の
七
賢
の
一
人
。「
酒
德
頌
」

を
作
る
。（『
文
選
』
巻
四
十
七 　

劉
伶
「
酒
徳
頌
」）

②	
�

徳
川
時
代
の
伊
丹
酒
は
、
近
衛
家
の
庇
護
の
下
、
醸
造
業
が
盛
大
に
行
わ
れ

①

③

④

⑥
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た
。
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
に
鴻
池
善
右
衛
門
が
、
室
町
時
代
か
ら
の
段
仕

込
み
を
改
良
し
、
三
段
仕
込
み
と
し
て
清
酒
を
大
量
生
産
す
る
製
法
を
開
発
。

酒
家
の
主
人
は
、
花
車
豪
宕
な
生
活
の
中
、
風
流
を
解
す
る
も
の
が
極
め
て
多

く
俳
諧
を
嗜
ん
だ
。（
岡
田
利
兵
衛
『
上
方
』
四
号
・
一
九
二
九
年
「
徳
川
中

葉
の
伊
丹
酒
」
伊
丹
酒
造
組
合
参
照
）

③	
�『

大
學
』
伝
六
章
、「
富
潤
屋
、
徳
潤
身
」
に
よ
る
。

④	
�

鉄
齋
は
島
原
の
太
夫
吉
野
に
関
し
て
「
吉
野
草
紙
の
一
節
」
と
い
う
文
を
京
都

美
術
協
会
雑
誌
第
五
号
に
発
表
。
作
品
に
〈
吉
野
乃
面
影
圖
〉
清
荒
神
清
澄
寺

蔵
・
八
十
六
歳
（『
鉄
斎
研
究
』
第
三
─
二
五
）
が
あ
る
。

⑤	
�『

俳
諧
炭
俵
集
』（
江
戸
中
期
の
俳
諧
集
。
二
冊
。
志
太
野
坡
・
小
泉
孤
屋
・
池

田
利
牛
共
編
。
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
刊
。
俳
諧
七
部
集
の
第
六
集
。）
上

巻
、
野
坡
の
句
に
「
奈
良
が
よ
ひ
お
な
じ
つ
ら
な
る
細
基
手
」
と
み
え
る
。

「
細
基
手
」
は
零
細
資
本
の
商
売
の
こ
と
。

⑥	
�

酒
飲
み
が
建
て
た
蔵
は
あ
っ
て
も
、
飲
ま
な
い
者
が
建
て
た
蔵
は
な
い
。
酒
代

を
節
約
し
た
か
ら
と
い
っ
て
裕
福
に
な
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
と
い
う
。

⑦	
�『

論
語
』
里
仁
篇
第
四
（
二
五
）
に
「
子
曰
。
徳
不
孤
。
必
有
鄰
。」
と
あ
る
。

※
画
中
の
杉
玉
（
酒
望
子
・
酒
林
）
杉
の
葉
の
穂
先
を
球
状
に
た
ば
ね
た
も
の
。
造

り
酒
屋
の
軒
先
に
大
杉
玉
を
吊
る
し
た
図
。
新
酒
の
搾
り
始
め
と
熟
成
具
合
を
知
ら

せ
る
。
も
と
は
酒
の
神
様
に
感
謝
を
奉
げ
る
意
。

『
鉄
斎
研
究
』《
酒
德
頌
》
と
《
酒
望
子
図
幷
酒
德
頌
》
と
の
異
同
と
考
察

　
『
鉄
斎
研
究
』《
酒
德
頌
》　　
　
　
　
　
　
　
《
酒
望
于
図
幷
酒
德
頌
》

１
行　

酒
德
の
頌
…
…
…
…	

酒
德
乃
頌

　
　
　

德
阿
り
て
…
…
…	

德
有
て

２
行　

号
を
と
り
て
朋
友
の
交
…
…
…	

号
を
と
梨
朋
友
能
公
理

　
　
　

蒙
り
て
佛
の
道
尓
楚
む
く
…
…
…	

蒙
り
て
八
佛
の
道
尓
そ
む
く

３
行　

德
有
て
伯
夷
尓
も
…
…
…	

德
あ
り
て
伯
夷
尓
裳

　
　
　

奈
る
弊
し
…
…
…	

南
流
弊
之

４
行　

見
累
に
…
…
…	

見
る
に

　
　
　

鴻
の
池
の
…
…
…	

鴻
能
池
乃

６
行　

徒
羅
奈
り
て
八
…
…
…　
　
　
　
　

６
行	

徒
良
奈
り
て
八

　
　
　

是
み
奈
酒
袋
の
志
保
り
粕
な
る
べ
し
…
…	

�

是
皆
酒
帒
の
志
保
り
粕
な
る

遍
し

　
　
　

下
部
藤
次
と
い
へ
る
も
の
も
…
…
…	

下
部
の
藤
次
と
い
へ
累
者
も

７
行　

何
か
し
町
の
…
…
…	

何
可
し
町
能

　
　

※
小
賣
清
酒
の
細
金
姓
も
…
…
…　
　

７
行	

小
賣
請
酒
の
細
望
姓
も

※�

出
典
『
風
俗
文
選
』
巻
十
・
頌
類
・
酒
德
頌
に
は
、「
小
賣
請
酒
の
細
望
姓
（
ほ

そ
も
と
で
）」
と
あ
り
、《
酒
望
于
図
幷
酒
德
頌
》
は
草
書
「
請
」、
行
書
「
望
」

と
認
め
ら
れ
る
。

　
　
　

白
壁
を
並
へ
大
釜
能
烟
…
…
…	

白
壁
を
奈
ら
へ
大
釜
の
烟

　
　
　

是
世
上
二
（
８
行
）
上
戸
と
い
ふ
者
…
…	

是
世
上
尓
上
戸
と
云
者

８
行　

德
八
あ
ら
八
連
た
り
…
…
…　
　
　

８
行	

德
八
あ
ら
八
連
た
里

　
　
　

富
る
毛
の
に
や
…
…
…	

富
流
者
尓
や

９
行　

立
た
累
倉
も
奈
し
と
八
み
奈
…
…	

た
て
多
る
蔵
も
奈
し
と
八
み

　
　
　

奈
連
る
南
り
是
も
又
理
乃（
10
行
）…
９
行	

奈
連
累
也
是
も
理
の

款
記　

蕪
村
翁
の
作
奈
る
を
…
…
…	

夜
半
亭
蕪
村

　
　
　

鐵
齋
醉
民
臨
…
…
…	

鐵
齋
帯
酔
而
録　
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《
酒
德
頌
》（『
鉄
斎
研
究
』
四
四
─
九
《
酒
德
頌
》
よ
り
転
載
）

　

本
作
《
酒
望
子
図
幷
酒
德
頌
》
の
画
の
構
図
及
び
賛
の
構
成
は
、『
鉄
斎
研
究
』

所
収
の
《
酒
德
頌
》（
以
下
《
酒
德
頌
》）
と
ほ
ぼ
同
様
と
み
て
よ
い
。
杉
玉
（
酒
望

子
）
を
描
い
た
図
に
『
風
俗
文
選
』
中
の
「
酒
德
頌
」
全
文
を
録
し
た
も
の
で
あ

る
。
行
数
は
《
酒
德
頌
》
の
十
行
に
対
し
、
九
行
に
ま
と
め
て
い
る
。
た
だ
し
四
行

目
ま
で
は
同
じ
で
、
五
行
目
の
行
脚
、《
酒
德
頌
》
は
「
作
善
供
養
の
」「
の
」
字
を

左
に
添
え
て
い
る
の
に
対
し
て
、「
作
善
供
養
の
」
と
し
て
「
塲
尓
」
を
左
に
添
え

て
い
る
。
行
に
お
け
る
差
異
は
こ
の
時
点
か
ら
認
め
ら
れ
る
。
全
体
感
に
照
応
す
れ

ば
明
解
に
異
な
る
違
い
で
は
な
い
。

　

漢
字
仮
名
交
じ
り
で
書
か
れ
た
賛
は
、
書
き
誌
す
こ
と
を
自
ら
の
愉
し
み
に
し
た

の
で
あ
ろ
う
。
紙
面
い
っ
ぱ
い
に
埋
め
ら
れ
た
文
字
は
賑
や
か
で
愉
悦
な
雰
囲
気
で

あ
る
。
筆
の
穂
に
た
っ
ぷ
り
と
墨
を
含
ま
せ
、
息
長
く
文
章
を
唱
え
る
よ
う
に
、
潤

か
ら
渇
へ
軽
快
に
文
字
が
紙
面
を
走
る
。
縦
へ
の
流
れ
と
振
幅
動
き
の
あ
る
行
に
妙

趣
を
感
じ
る
。
さ
ら
に
墨
継
ぎ
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
効
果
的
で
、
画
の
杉
玉
の
墨
溜
ま

り
や
軒
の
か
す
れ
の
筆
致
と
よ
く
呼
応
し
て
、
作
品
全
体
の
遠
勢
を
生
ん
で
い
る
。

　

共
箱
に
は
、
箱
蓋
〈
表
〉
酒
望
子
図
幷
酒
德
頌

　
　
　
　
　
　
　
　

  〈
裏
〉
明
治
丗
秊
六
月
臨
謝
蕪
村
筆　

鐵
齋
外
史

と
み
え
、《
酒
德
頌
》
と
同
じ
く
明
治
三
十
年
六
月
の
作
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

箱
蓋
表
を
比
べ
る
と
、《
酒
德
頌
》
は
金
冬
心
の
影
響
な
ど
が
垣
間
見
え
る
隷
書
を

主
と
し
た
雑
体
書
で
あ
る
。
横
画
は
筆
圧
を
か
け
て
太
く
、
縦
画
は
筆
を
吊
り
あ
げ

て
い
る
。《
酒
望
子
図
幷
酒
德
頌
》
は
行
書
で
書
か
れ
、
文
字
の
大
小
の
起
伏
が
大

き
い
。
蓋
裏
は
そ
の
筆
意
な
ど
共
に
似
通
っ
て
お
り
、
懸
隔
は
な
い
。「
明
治
丗
秊

六
月
」
部
分
の
着
意
（
賛
の
四
行
目
「
月
」
字
の
字
形
、
書
き
ぶ
り
に
も
対
比
が
看

取
で
き
る
。）
や
「
鐵
齋
外
史
」
部
分
の
即
応
し
た
収
め
方
に
彼
の
機
微
が
窺
え
る
。

《
杉
酒
屋
画
賛
》　
（『
蕪
村
・
一
茶
そ
の
周
辺
』
よ
り
転
載
）

　

さ
て
、
本
図
の
典
拠
と
な
る
蕪
村
筆
に
つ
い
て
は
、
大
磯
義
雄
著
『
蕪
村
・
一
茶

そ
の
周
辺
』（
八
木
書
店
）「
蕪
村
─
酒
仙
─
」
の
項
に
、
鉄
斎
が
写
し
た
蕪
村
の
原

画
と
同
じ
図
様
の
「
杉
酒
屋
画
賛
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
半
切
で
軒
端
に
吊
る
し

た
酒
望
子
を
描
き
、
賛
文
は
九
行
に
わ
た
り
、
款
記
に
「
右
。
朱
廸
之
酒
德
頌
。
応

斗
禄
斎
需
。
夜
半
翁
酔
中
漫
書
。」
と
み
え
る
。
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こ
こ
で
制
作
に
つ
い
て
、
正
宗
得
三
郎
氏
「
鐵
齋
翁
の
思
い
出
」（『
鐵
齋
』
平
凡

社
）、
小
高
根
太
郎
氏
「
晩
年
の
日
常
生
活
」（『
富
岡
鉄
斎
』
吉
川
弘
文
館
）、
冨
岡

益
太
郎
氏
「
祖
父
鐵
齋
の
思
い
出
」（『
鐵
齋
大
成
』
第
二
巻
）
の
興
味
深
い
一
文
を

引
用
す
る
。

・
同
じ
画
題
の
も
の
を
異
な
っ
た
構
図
で
、
一
度
に
二
枚
描
き
始
め
ら
れ
る
時
が

あ
る
。
─
中
略
─
絹
の
時
は
、
二
、
三
枚
一
処
に
列
べ
て
彩
色
さ
れ
る
そ
う
だ
。

�

（
正
宗
氏
）

・
同
時
に
二
つ
か
三
つ
の
絵
に
着
手
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
せ
わ
し
な
く
次
か

ら
次
に
描
い
て
い
く
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。�（
小
高
根
氏
）

・
画
が
で
き
る
と
賛
を
書
く
の
で
す
が
、
字
数
の
多
い
も
の
に
な
る
と
な
か
な
か

大
変
で
す
。
書
物
を
傍
ら
に
置
い
て
、
長
い
詩
や
文
章
を
写
す
の
に
息
を
つ
め
て

一
心
に
書
い
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
画
を
描
く
よ
り
苦
労
し
て
い
る
ほ
ど
に

思
え
ま
し
た
。�

（
富
岡
益
太
郎
氏
）

同
時
に
二
、
三
作
の
着
手
を
示
す
記
述
や
長
文
の
賛
に
取
り
組
む
様
が
記
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
鐵
齋
に
は
同
一
の
画
題
や
類
作
の
作
例
は
珍
し
く
な
い
。
そ
の
制
作
年
代

に
も
非
常
に
幅
が
あ
り
、
数
多
く
の
同
一
画
題
作
や
類
作
が
遺
さ
れ
て
い
る
。
柏
木

知
子
氏
は
、
論
稿
の
中
で
〈
大
国
大
神
神
影
〉・〈
壽
老
像
〉
を
挙
げ
て
同
じ
画
題
を

続
け
て
描
く
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
（「
木
村
定
三
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
お
け
る
富
岡

鉄
斎
作
品
の
特
質
」「
富
岡
鉄
斎
の
見
た
寿
蘇
会
」）。
繰
り
返
し
描
き
続
け
た
画
題

「
富
士
山
」
に
つ
い
て
は
、
傑
作
〈
富
士
山
図
屏
風
〉
清
荒
神
清
澄
寺
蔵
を
頂
点
と

す
る
多
く
の
作
品
が
現
存
し
、
笠
嶋
忠
幸
氏
な
ど
先
学
の
識
者
が
緻
密
な
検
証
を
示

し
て
い
る
。
ま
た
、「
蓬
莱
仙
境
」「
神
仙
」「
蘇
東
坡
」
の
故
事
を
テ
ー
マ
と
す
る

作
品
群
は
、
鐵
齋
の
代
名
詞
で
あ
り
、
名
作
が
多
い
。

　

鐵
齋
は
、
蕪
村
の
画
を
真
摯
に
学
ん
で
い
る
。「
十
便
十
宜
図
」
に
い
た
っ
て
は

実
見
す
る
機
会
を
得
て
、
観
る
毎
に
模
写
し
楽
し
ん
だ
と
い
う
（〈
十
便
十
宜
圖
帖
〉

箱
書
『
鉄
斎
研
究
』
二
二
─
一
二
）。
布
施
美
術
館
所
蔵
作
品
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

〈
武
陵
桃
源
圖
〉（『
鉄
斎
研
究
』
四
一
─
六
）
に
は
、
原
本
は
六
波
羅
蜜
寺
に
あ
る

董
其
昌
の
幅
で
あ
り
、
そ
れ
を
蕪
村
が
毎
日
見
に
行
っ
た
逸
事
が
記
さ
れ
る
。〈
寒

山
拾
得
圖
〉
対
幅
（『
鉄
斎
研
究
』
一
四
─
一
一
）
に
も
、
か
つ
て
観
た
蕪
村
画
に

倣
い
寒
山
拾
得
に
擬
す
る
意
と
認
め
て
い
る
。《
酒
德
頌
》・《
酒
望
子
図
幷
酒
德
頌
》

の
作
例
は
特
別
な
こ
と
で
は
な
く
、
む
し
ろ
こ
れ
ら
の
蕪
村
尊
重
の
延
長
線
上
に
連

な
る
も
の
で
あ
る
。
実
証
を
重
ん
じ
る
彼
は
敬
慕
す
る
蕪
村
研
究
に
余
念
な
く
、
伊

丹
の
酒
藏
や
島
原
の
文
化
人
サ
ロ
ン
、
劉
伶
・
酒
德
頌
な
ど
の
対
象
に
も
典
籍
を
繙

き
、
徹
底
的
に
考
証
し
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

《
酒
帘
図
幷
蕪
村
俳
文
》・《
酒
望
子
図
》

　

こ
れ
ま
で
の
調
査
で
「
朱
廸
之
酒
德
頌
」
を
賛
と
す
る
作
例
は
も
う
二
作
《
酒
帘

図
幷
蕪
村
俳
文
》・《
酒
望
子
図
》
が
確
認
さ
れ
、
四
作
を
数
え
る
。
こ
の
二
作
は
、

《
酒
德
頌
》・《
酒
望
子
図
幷
酒
德
頌
》
と
ほ
ぼ
同
様
の
形
態
で
あ
る
。

　

一
つ
は
、
鉄
斎
美
術
館
「
印
癖
を
娯
し
む
Ⅳ
」
展
に
出
陳
さ
れ
た
《
酒
帘
図
幷
蕪

村
俳
文
》（
１
４
８
・
０
×
４
０
・
３
㎝
）
で
あ
る
。
款
記
に
「
大
正
四
年
八
月
一
日

　

爲
西
宮
賣
酒
隱
士
嘱　

八
耊
鐵
齋
外
史
移
寫
」
と
み
え
、
八
十
歳
の
筆
に
な
る
。

為
書
き
か
ら
推
し
測
る
に
鐵
齋
と
依
頼
者
で
あ
る
西
宮
賣
酒
隱
士
の
間
に
は
細
や
か

な
情
交
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
西
宮
賣
酒
隱
士
は
こ
の
作
を
頂
戴
し
た
感
激
と
そ
こ

か
ら
汲
み
取
る
鑑
戒
・
教
化
に
鐵
齋
翁
へ
の
信
を
さ
ら
に
篤
く
し
た
に
相
違
な
い
。

落
款
印
に
は
桑
名
鐵
城
刻
の
白
文
「
銕
道
人
」（『
鉄
斎
研
究
』
七
三
─
【
三
六
五
】）、

自
鐫
の
「
流
水
今
日
名
月
前
身
」（『
鉄
斎
研
究
』
七
三
─
【
二
八
九
】）
印
が
捺
さ

れ
て
い
る
。

　

前
掲
作
品
と
ほ
ぼ
同
様
の
形
態
と
は
い
え
、
八
十
歳
の
手
に
な
る
こ
の
作
は
、
文
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字
の
沈
潜
の
度
合
い
を
増
し
、
書
き
ぶ
り
も
漢
字
と
仮
名
の
調
和
が
い
よ
い
よ
自
然

と
な
っ
て
い
る
。
文
字
を
具
に
み
て
い
く
と
楷
書
・
行
草
書
、
そ
し
て
四
行
目
に

「
樂
」「
身
」「
屋
」「
羅
」
と
い
っ
た
篆
隷
書
の
筆
意
と
形
を
持
ち
込
み
な
が
ら
自
在

に
書
き
進
め
て
い
る
。
金
石
の
気
溢
れ
る
書
の
世
界
を
志
向
し
た
鉄
斎
の
書
の
特
質

が
表
出
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
二
行
目
「
𠏹
」
の
字
は
、
人
偏
に
西
國
、
仏
を
表

し
、
高
芙
蓉
が
用
い
た
と
い
わ
れ
る
奇
字
で
あ
る
。
敬
慕
す
る
文
人
高
芙
蓉
に
思
い

を
馳
せ
る
鉄
斎
が
好
ん
で
用
い
た
。『
掃
心
圖
畫
』
所
載
の
〈
東
坡
謁
佛
印
圖
〉

八
十
五
歳
・
清
荒
神
清
澄
寺
蔵
、
歌
人
で
国
文
学
者
の
佐
佐
木
信
綱
に
宛
て
た
〈
佐

佐
木
信
綱
宛
書
簡
〉
八
十
八
歳
・
日
本
近
代
文
学
館
蔵
（『
鐵
齋
尺
牘
』
求
龍
堂
）

な
ど
に
認
め
ら
れ
る
。
賛
全
体
を
比
す
と
、《
酒
德
頌
》・《
酒
望
子
図
幷
酒
德
頌
》

《
酒
望
子
図
》
は
行
の
振
幅
・
流
れ
が
印
象
に
残
る
斜
形
の
感
が
強
い
。《
酒
帘
図
幷

蕪
村
俳
文
》
は
行
の
上
下
が
は
っ
き
り
と
通
り
な
が
ら
も
十
行
が
一
体
化
し
密
着
感

を
強
め
、
各
行
に
各
々
目
を
惹
く
大
ぶ
り
な
漢
字
を
配
し
て
い
る
。
若
い
頃
は
篆
刻

家
を
志
し
「
余
に
印
癖
あ
り
」
と
自
負
す
る
ほ
ど
、
印
に
ま
つ
わ
る
逸
話
を
題
材
に

し
、
用
印
に
関
す
る
款
記
も
多
い
。
こ
の
作
は
印
学
を
広
く
渉
猟
し
、
印
を
心
底
楽

し
ん
だ
印
癖
を
も
反
映
し
た
雅
味
深
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
《
酒
望
子
図
》
と
題
す
る
作
は
、
賛
文
が
十
行
で
あ
る
。
文
字
に
多
少
の
移
動
は

あ
る
も
の
の
《
酒
德
頌
》・《
酒
望
子
図
幷
酒
德
頌
》
と
の
書
き
ぶ
り
に
近
い
。
起
筆

や
筆
圧
を
強
調
し
、
左
上
方
に
重
心
を
置
い
た
文
字
の
結
構
が
多
い
な
が
ら
、
穂
先

を
利
か
せ
て
明
確
な
点
画
を
つ
く
り
下
方
へ
と
流
れ
て
い
く
。
款
記
に
「
右
。
朱
廸

之
酒
德
頌
。
夜
半
翁
蕪
村
。
鐵
齋
酔
録
。」
と
記
し
、《
酒
望
子
図
幷
酒
德
頌
》
と
比

し
て
、
夜
半
亭
が
夜
半
翁
に
、
鐵
齋
帯
酔
而
録
が
鐵
齋
酔
錄
と
異
同
が
み
ら
れ
る
。

印
は
《
酒
德
頌
》
と
同
じ
桑
名
鐵
城
刻
の
両
面
印
、
白
文
「
富
岡
百
錬
」
朱
文
「
鐵

塞
翁
」（『
鉄
斎
研
究
』
七
三
─
【
一
一
二
】【
一
一
三
】）
と
見
受
け
ら
れ
る
。

落
款
「
鐵
齋
帯
酔
而
録
」
か
ら
の
検
討

　

ま
ず
、
本
作
《
酒
望
子
図
幷
酒
德
頌
》
落
款
「
鐵
齋
帯
酔
而
録
」
を
「
帯
醉
」
に

関
す
る
落
款
事
例
を
挙
げ
な
が
ら
み
て
い
く
。

　
《
酒
望
子
図
幷
酒
德
頌
》
落
款
部
分

　

鐵
齋
帯
酔
而
録
・
・
・
鐵
齋
、
酔
を
帯
び
て
録
す
。

�

《
酒
望
子
図
幷
酒
德
頌
》
明
治
三
十
年　

六
十
二
歳

「
酔
を
帯
び
て
」
に
着
目
す
る
と
、

　

①　

号
（
鐵
齋
・
鐵
齋
外
史
）
＋
②
状
況
（
帯
酔
）
の
形
態
と
し
て
次
の
例
が
あ

り
、

〈
酔
李
白
像
〉　　
　

鐵
齋
帯
醉
而
墨
戯
（
六
十
歳
代　
　
『
鉄
斎
研
究
』
四
二
─
九
）

〈
群
僊
祝
壽
圖
〉　　

鐵
齋
外
史
帯
酔
而
（
六
十
歳
代　
　
『
鉄
斎
研
究
』
一
三
─
五
）

　

②　

状
況
（
帯
酔
而
寫
）
＋
①　

号
（
鐵
齋
外
史
）
の
形
態
と
し
て　

〈
佛
説
摩
訶
酒
佛
妙
樂
經
〉
帯
醉
而
寫
鐵
齋
外
史
。

�

（
六
十
三
歳　
　
『
鉄
斎
研
究
』
一
〇
─
六
）

な
ど
の
用
例
が
確
認
で
き
る
。

　

次
に
『
鉄
斎
研
究
』《
酒
德
頌
》
を
み
て
い
く
。

《
酒
德
頌
》
落
款
部
分
（『
鉄
斎
研
究
』
第
四
四
号
よ
り
転
載
）
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鐵
齋
醉
民
臨
…
鐵
齋
醉
民
臨
す
。�

《
酒
德
頌
》
明
治
三
十
年　

六
十
二
歳

鐵
齋
自
身
が
酔
い
の
境
地
に
あ
る
意
。
民
の
使
用
例
と
し
て
は
、
頑
な
に
し
て
命
に

従
わ
ざ
る
意
の
「
頑
民
」、
開
拓
し
て
い
く
と
の
意
を
表
す
「
魁
民
」
な
ど
が
あ
る
。

「
臨
」
は
通
常
臨
摸
に
用
い
る
が
、
鐵
齋
の
用
い
方
は
や
や
範
疇
が
広
い
と
い
え
よ

う
。
た
と
え
ば
〈
仿
蘇
子
壽
老
人
圖
〉
八
十
六
歳
（『
鉄
斎
研
究
』
一
二
─
一
七
）

款
記
に
は
「
壽
蘇
会
翌
日
。
用
蝉
葉
硯
臨
之
」
と
あ
り
、
壽
蘇
会
の
開
か
れ
た
翌
日

に
蘇
東
坡
遺
愛
の
硯
を
用
い
て
「
東
坡
筆
壽
老
像
拓
本
」
に
拠
っ
て
制
作
し
た
も
の

で
あ
る
。（
壽
蘇
会
に
つ
い
て
は
『
鉄
斎
研
究
』
七
二
号
、『
書
論
』
三
九
号
柏
木
氏

の
論
稿
参
照
。）
鐵
齋
は
款
記
や
箱
書
に
臨
・
仿
・
寫
・
擬
と
し
て
、
典
拠
と
な
る

図
案
を
引
用
し
た
こ
と
を
明
記
し
て
い
た
。「
摹
古
」、「
仿
其
法
」、「
倣
」、「
撫
筆

意
」、「
擬
意
」、「
臨
写
」、「
背
臨
幷
誌
」
な
ど
が
そ
の
例
で
あ
る
。

　

さ
て
、《
酒
望
子
図
幷
酒
德
頌
》・《
酒
德
頌
》
款
記
か
ら
は
、
描
か
れ
た
画
題
、

賛
文
の
内
容
に
即
し
て
「
醉
」
落
款
が
使
用
さ
れ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
ま
た
、

〈
佛
説
摩
訶
酒
佛
妙
樂
經
〉
六
十
三
歳
・
清
荒
神
清
澄
寺
蔵
（『
鉄
斎
研
究
』
一
〇
─

六
）
も
同
様
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
亀
田
鵬
齋
の
訳
に
よ
る
仏
説
摩
訶
酒

仏
妙
楽
経
が
六
十
三
歳
時
に
楷
書
細
字
で
書
か
れ
、
巻
末
の
跋
文
は
八
十
二
歳
の
筆

で
行
書
で
あ
る
。
あ
き
ら
か
に
丹
念
な
金
冬
心
風
の
楷
書
体
で
あ
る
が
、
落
款
部
の

「
帯
醉
而
寫
鐵
齋
外
史
」
の
書
き
ぶ
り
に
差
異
が
認
め
ら
れ
る
。〈
群
僊
祝
壽
圖
〉

襖
・
六
十
歳
代
（『
鉄
斎
研
究
』
一
三
─
五
）
は
充
分
な
準
備
の
も
と
に
描
か
れ
た

作
品
に
み
え
る
。
壽
老
人
を
ど
っ
し
り
座
ら
せ
群
像
を
巧
み
に
描
い
た
図
で
、
賛
に

『
詩
経
』
豳
風
・
七
月
を
採
り
「
爲
つ
く（
り
）此
春
酒
以
介
た
す（
く
）眉
壽
」
と
あ
る
。
十
月
に
稲

を
刈
っ
て
酒
を
仕
込
み
、
春
に
な
っ
て
酒
が
熟
成
す
る
。
そ
の
酒
を
眉
の
長
い
長
寿

の
老
人
た
ち
に
飲
ま
せ
て
元
気
を
つ
け
さ
せ
る
意
で
あ
る
。
落
款
に
は
「
鐵
齋
外
史

帯
酔
而
寫
」
と
み
え
る
。

　

六
十
歳
代
に
は
多
様
な
「
酔
」
款
記
の
書
き
ぶ
り
が
あ
る
。
画
題
、
賛
文
の
内
容

に
合
わ
せ
な
が
ら
も
〈
酔
李
白
像
〉
布
施
美
術
館
蔵
（『
鉄
斎
研
究
』
四
二
─
九
）

は
揮
毫
の
場
の
雰
囲
気
に
よ
っ
て
即
興
的
に
優
品
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
詩
仙

李
白
が
酒
に
酔
い
仙
境
に
眠
る
様
を
描
い
た
作
で
あ
る
。
画
賛
は
、
杜
甫
の
飲
中
八

仙
歌
の
句
「
臣
是
酒
中
僊
」
を
豪
快
に
行
草
書
で
大
書
し
、
款
も
ま
た
「
鐵
齋
帯
醉

而
墨
戯
。」
と
草
書
で
自
在
な
書
き
ぶ
り
が
看
守
で
き
る
。
酔
っ
た
李
白
の
姿
を
か

り
た
鉄
斎
の
自
画
像
と
青
木
勝
三
氏
（『
文
人
書
譜　

鉄
斎
』）
は
指
摘
す
る
。

二　
「
酒
・
醉
」
に
関
わ
る
作
品
検
討

　
『
鉄
斎
研
究
』
を
捲
る
と
、
第
一
号
四
〈
日
本
繪
圖
・
清
荒
神
清
澄
寺
蔵
〉
の
画

賛
に
み
え
る
「
肝
膽
相
澆
一
壜
酒
」
を
筆
頭
に
、
第
七
二
号
一
〇
〈
蓬
莱
僊
境
圖
・

清
荒
神
清
澄
寺
蔵
〉
の
画
賛
「
自
是
蓬
壺
天
不
老
、
瓊
桃
花
底
酔
長
春
」
ま
で
、
鐵

齋
作
品
に
は
じ
つ
に
“
酒
”“
醉
”
に
関
す
る
記
述
や
語
句
が
み
ら
れ
、
内
容
を
読

み
解
け
ば
さ
ら
に
膨
ら
ん
で
い
く
。

　
「
酒
・
醉
」
に
関
わ
る
作
品
を
少
し
抽
出
す
る
と

１
、
画
題
に
冠
す
る
も
の
、

〈
蝦
夷
人
酒
宴
圖
〉	�



五
十
歳
代
『
鉄
斎
研
究
』六
五
─
五

〈
酔
李
白
像
〉	�



六
十
歳
代
『
鉄
斎
研
究
』四
二
─
九

〈
佛
説
摩
訶
酒
佛
妙
樂
經
〉
鵬
齋
訳

	

明
治
三
十
一
年�

六
十
三
歳
『
鉄
斎
研
究
』一
〇
─
六

〈
醉
鍾
馗
圖
〉
冬
心
先
生
雜
畫
題
記

	

明
治
三
十
三
年�

六
十
五
歳
『
鉄
斎
研
究
』三
四
─
八

〈
踏
雪
沽
酒
図
〉	�



八
十
歳
頃
『
鉄
斎
研
究
』三
九
─
一
九

〈
醉
鄕
快
樂
圖
〉	

大
正
五
年�

八
十
一
歳
『
鉄
斎
研
究
』六
三
─
一
〇

〈
獲
魚
換
酒
圖
〉	

大
正
九
年�

八
十
五
歳
『
鉄
斎
研
究
』六
二
─
二
一

〈
漁
夫
快
醉
圖
〉	

大
正
九
年�

八
十
五
歳
『
鉄
斎
研
究
』五
五
─
一
九
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〈
漁
父
會
飮
圖
〉
蘇
東
坡
詩	

大
正
十
一
年�

八
十
七
歳
『
鉄
斎
研
究
』六
七
─
一
五

〈
得
意
醉
臥
圖
〉
蘇
東
坡
詩	

大
正
十
二
年�

八
十
八
歳
『
鉄
斎
研
究
』五
四
─
二
六

〈
壽
老
歡
醉
圖
〉
詩
経	

大
正
十
二
年�

八
十
八
歳
『
鉄
斎
研
究
』四
─
二
五

２
、
出
典
に
依
拠
す
る
も
の
、

〈
山
水
圖
屏
風
〉
朱
熹
詩	

明
治
三
十
七
年�

六
十
九
歳
『
鉄
斎
研
究
』一
七
─
一
〇

〈
大
江
捕
漁
圖
〉
唐
寅
詩	

大
正
五
年�

八
十
一
歳
『
鉄
斎
研
究
』二
四
─
一
四

〈
草
聖
圖
〉  　
　

懐
素
詩	

大
正
七
年�

八
十
三
歳
『
鉄
斎
研
究
』六
四
─
二
一

〈
漁
隱
淸
忙
圖
〉
李
節
詩	
大
正
九
年�

八
十
五
歳
『
鉄
斎
研
究
』三
四
─
一
九

〈
瓢
中
別
天
地
圖
〉
僊
佛
奇
踪
巻
二

	

大
正
十
三
年�

八
十
九
歳
『
鉄
斎
研
究
』六
三
─
二
六

３
、
画
題
内
容
に
包
含
す
る
も
の
、

〈
陽
羨
茗
壺
圖
〉	

明
治
三
年�
三
十
五
歳
『
鉄
斎
研
究
』
四
〇
─
一

〈
胸
中
小
天
地
圖
〉
自
作
詩	

明
治
九
年�
四
十
一
歳
『
鉄
斎
研
究
』四
〇
─
二

〈
潤
州
丁
卯
橋
圖
〉
自
作
詩	

明
治
四
十
年�

七
十
二
歳
『
鉄
斎
研
究
』一
七
─
一
三

〈
漁
樵
對
問
圖
〉	

大
正
七
年�

八
十
三
歳
『
鉄
斎
研
究
』一
三
─
一

〈
壽
老
人
圖
〉	

大
正
十
三
年�

八
十
九
歳
『
鉄
斎
研
究
』一
九
─
二
四

〈
家
園
安
臥
圖
〉	

大
正
十
三
年�

八
十
九
歳
『
鉄
斎
研
究
』一
三
─
二
〇

〈
華
之
世
界
圖
〉
自
作
詩	

大
正
三
年�

七
十
九
歳
『
鉄
斎
研
究
』一
─
二
二

な
ど
に
お
よ
そ
大
別
で
き
る
。

　

画
題
に
冠
し
な
く
と
も
作
品
内
容
に
包
含
し
、
さ
ら
に
出
典
に
依
拠
す
る
な
ど
、

「
儂
の
画
を
観
る
な
ら
、
先
ず
賛
を
読
ん
で
く
れ
」「
い
わ
れ
の
な
い
画
は
描
か
ぬ
」

と
鐵
齋
が
言
い
続
け
、
賛
に
意
を
注
い
だ
こ
と
が
首
肯
で
き
る
。〈
漁
隱
淸
忙
圖
〉

八
十
五
歳
・
清
荒
神
清
澄
寺
蔵
は
、
金
の
李
節
・
漁
父
詩
を
引
き
つ
つ
『
楚
辞
』
巻

之
七
・
漁
父
の
「
世
を
挙
げ
て
皆
濁
り
、
我
独
り
清
め
り
。
衆
人
皆
酔
ひ
、
我
独
り

醒
め
た
り
。」
な
ど
を
念
頭
に
置
く
。
世
間
を
隠
居
し
、
漁
夫
の
生
活
に
入
り
、
余

生
を
送
る
。
愉
し
み
は
仙
人
に
通
じ
る
と
い
う
含
み
を
持
つ
な
ど
、
画
題
、
賛
と

画
、
出
典
が
重
奏
的
に
絡
み
あ
う
。
若
書
き
の
〈
陽
羨
茗
壺
圖
〉
三
十
五
歳
・
出
光

美
術
館
蔵
は
、
煎
茶
へ
の
嗜
好
が
一
入
で
な
い
癖
好
を
物
語
る
も
の
で
、
明
末
宜
興

の
泥
壺
名
手
と
茶
器
を
描
い
た
巻
子
で
あ
る
。
冒
頭
に
「
淸
茶
亦
醉
人
。
鐵
齋
外
史

重
題
。」
と
い
う
扁
額
様
の
題
を
置
き
、「
酒
は
人
を
酔
わ
せ
る
が
、
茶
も
や
は
り
人

を
酔
わ
せ
る
。」
意
で
あ
る
。
一
方
で
最
晩
年
〈
壽
老
人
圖
〉
八
十
九
歳
（『
鉄
斎
研

究
』
一
九
─
二
四
）
に
は
、

八
十
九
年
ま
た
新
に
遇
ふ
。
孫
兒
酒
を
侑す
す

め
て
咲
聲
頻し
き

り
な
り
。
猶
能
く
筆
を

揮
っ
て
遊
戯
を
爲
す
。
寫
き
得
た
り
南
山
の
壽
老
神
。　
　

鐵
齋
外
史
。

　
（
箱
蓋
裏
）
大
正
甲
子
歳
六
月
甲
子
日
。　

鐵
齋
外
史
時
年
八
十
有
九
。

と
あ
り
、
新
年
を
迎
え
ご
く
日
常
の
身
辺
、
平
穏
な
幸
福
を
心
か
ら
喜
び
、
大
吉
と

さ
れ
る
甲
子
機
縁
の
日
を
選
び
箱
書
を
施
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
心
持
ち
も
鐵
齋

の
側
面
で
あ
る
。

「
醉
」
落
款
作
品
の
用
例
及
び
考
察

　

次
に
、
落
款
に
記
さ
れ
た
「
醉
」
関
連
を
挙
げ
る
と
、（
別
紙
）（
資
料
─
１
・
２
）

の
例
が
見
い
だ
せ
た
。
ま
た
（
別
紙
）（
資
料
─
１
・
２
）
中
で
用
い
ら
れ
た
印
を
抽

出
し
た
も
の
が
（
別
紙
）（
資
料
─
３
）
で
あ
る
。
資
料
３
か
ら
は
当
時
の
印
人
達
、

清
人
、
自
刻
、
故
人
と
な
っ
た
文
人
墨
客
の
印
な
ど
の
使
用
が
わ
か
り
、『
鉄
斎
研

究
』
第
七
三
号
所
載
の
三
八
五
顆
以
外
の
使
用
印
も
認
め
ら
れ
る
。

　

鐵
齋
の
書
画
に
お
け
る
落
款
か
ら
は
、
制
作
の
年
代
や
画
題
の
題
材
・
考
証
を
は

じ
め
、
制
作
時
の
心
境
な
ど
も
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
に
は
鐵
齋
の
学
問

を
根
底
と
し
た
多
様
な
表
現
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
箱
書
に
も
そ
の
内
容
物

や
年
紀
の
標
記
に
と
ど
ま
ら
ず
、
画
題
の
典
拠
や
制
作
の
動
機
・
揮
毫
の
情
景
な
ど

事
細
や
か
に
示
し
て
い
る
。
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書
写
し
た
方
法
・
種
類
の
記
載
か
ら
、「
酔
」
状
況
を
あ
ら
わ
す
も
の
と
し
て
、

酔
書
・
醉
題
・
酔
寫
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
具
体
的
な
落
款
の
例
示
か
ら
は
、（
資

料
番
号
）

14　

醉
中
呵
手
而
寫
。	

四
十
九
歳�

〈
漁
隱
圖
・
清
荒
神
清
澄
寺
蔵
〉

２　

…
余
快
全
大
醉
。
實
意
有
餘
豪
。
燈
下
把
筆
作
此
圖
。
…
鐵
齋
居
士
摩
漸
抄
醉

眼
遂
識
。�

三
十
五
歳
〈
高
子
隠
栖
図
・
松
雲
仙
境
図
・
清
荒
神
清
澄
寺
蔵
）

な
ど
に
窺
え
る
。

　

ま
た
、
若
書
き
１
〈
層
巒
雨
霽
圖
・
清
荒
神
清
澄
寺
蔵
〉
三
十
二
歳
の
指
頭
画
の

箱
書
は
再
観
箱
で
あ
る
。（『
鉄
斎
研
究
』
三
六
─
一
）

　
（
蓋
表
）
層
巒
雨
霽
圖

　
（
蓋
裏
）
距
今
六
十
年
前
醉
餘
之
筆
。
今
日
再
觀
併
題
。
八
十
有
八
叟　

銕
齋
。

こ
れ
は
画
の
揮
毫
か
ら
六
十
余
年
を
経
過
し
、
往
事
を
回
想
し
感
慨
に
み
ち
て
録
し

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
一
方
で
28
〈
福
内
鬼
外
圖
〉（『
鉄
斎
研
究
』
五
一
─
一
五
）

は
、
賛
と
款
記
「
富
久
者
有
智
。
遠
仁
者
疎
道
。
鐵
道
人
醉
墨
。」
と
も
に
酔
意
を

感
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
27
〈
福
自
勤
儉
來
圖
〉（『
鉄
斎
研
究
』
五
一
─
一
〇
）

も
画
と
賛
に
若
干
の
乱
れ
が
う
か
が
え
る
。
二
十
年
を
経
過
し
た
そ
の
再
観
箱
に
は

「
醉
餘
爲
此
墨
戯
。
距
今
殆
二
十
餘
年
矣
。
鐵
齋
外
史
幷
識
。」
と
、
往
事
の
揮
毫
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
が
余
程
印
象
に
残
っ
て
い
た
観
が
あ
る
。

　

さ
ら
に
箱
書
に
は
、
書
写
し
た
月
日
を
記
す
表
記
の
例
と
し
て

　
〈
蓋
裏
〉
歳
集
癸
亥
大
正
十
二
年
竹
酔
寫
幷
題
。
祝
採
古
堂
老
人
喜
寿
。
米
寿　

鐵
齋
外
史
。　
　
〈
蓬
莱
僊
境
圖
・
清
荒
神
清
澄
寺
蔵
〉『
鉄
斎
研
究
』

七
二
─
一
〇
〉

と
あ
り
、
賛
に
寄
せ
た
文
に
は
、「
自
是
蓬
壺
天
不
老
、
瓊
桃
花
底
酔
長
春
。」
と
み

え
る
。
こ
れ
は
高
田
新
助
の
喜
寿
を
祝
っ
て
描
き
、
自
ら
好
み
の
裂
を
一
文
字
に
表

装
し
て
贈
っ
た
一
幅
と
い
う
。
竹
醉
は
陰
暦
五
月
十
三
日
の
「
竹
酔
日
」（
大
正

十
二
年
は
六
月
二
十
六
日
）
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
芭
蕉
の
美
意
識
の
現
れ
る
句
、

「
降
ら
ず
と
も
竹
植
う
る
日
は
蓑
と
笠
」
の
竹
植
う
る
日
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
こ

と
を
付
す
。
こ
の
よ
う
に
鐵
齋
の
賛
や
款
記
は
、
作
品
と
し
て
書
を
書
く
、
文
字
に

よ
っ
て
画
を
填
補
す
る
と
い
う
よ
り
、
学
問
を
も
っ
て
充
塞
し
、
か
つ
彼
の
想
い
が

充
溢
し
た
と
い
う
含
み
を
持
つ
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
醉
を
表
す
落
款
は
、
資
料
─
１
か
ら
三
十
歳
代
に
９
例
、
四
十
歳
代
も
９

例
（
箱
書
１
）、
五
十
九
歳
に
1
例
、
六
十
歳
代
が
最
も
多
く
12
例
（
箱
書
1
）、

七
十
歳
代
は
箱
書
1
例
、
八
十
歳
代
は
4
例
（
箱
書
1
）
確
認
で
き
た
。
こ
の
よ
う

に
、
表
記
と
し
て
は
現
存
作
品
数
と
し
て
少
な
い
若
書
き
に
多
い
。
六
十
歳
代
ま
で

は
間
々
と
し
て
「
醉
」
落
款
が
確
認
で
き
る
。
七
十
歳
代
以
降
は
極
端
に
減
っ
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
七
十
歳
代
以
降
の
作
品
に
も
、
画
題
や
内
容
、
典
拠
に

関
し
て
「
醉
・
酒
」
に
ま
つ
わ
る
頻
度
は
高
い
。

　

鐵
齋
の
酔
落
款
は
、
三
十
代
か
ら
六
十
代
に
か
け
て
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
の

こ
と
の
一
つ
に
は
、
壮
年
期
に
書
画
会
の
席
、
旅
に
お
け
る
宴
席
な
ど
、
用
意
さ
れ

た
席
上
揮
毫
が
多
か
っ
た
こ
と
。
あ
る
い
は
、
南
画
に
お
け
る
落
款
、
文
人
の
形
を

踏
襲
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
酔
を
帯
び
て
此
の
図
を
書
き
上
げ
る
先
哲
の
表
記
に

倣
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
三
十
代
～
六
十
代
は
、
文
人
画
（
南
画
）
の
先

哲
に
倣
っ
た
款
記
の
踏
襲
、
た
と
え
ば
蕪
村
筆
〈
倣
王
叔
明
山
水
図
屏
風
・
京
都
国

立
博
物
館
蔵
〉
款
記
「
醉
中
偶
摹
得
王
叔
明
漫
画
法
」
に
み
ら
れ
る
、
あ
た
か
も
醉

中
の
戯
れ
と
い
う
状
況
を
仮
に
表
記
し
た
に
す
ぎ
な
い
程
度
で
は
あ
る
ま
い
か
。
書

き
留
め
る
べ
き
は
真
意
で
あ
る
こ
と
、
学
問
が
マ
ダ
ラ
に
複
雑
に
絡
み
合
い
な
が
ら

彼
の
人
生
訓
、
人
生
観
と
し
て
充
溢
し
た
の
が
鐵
齋
の
賛
で
あ
り
、
款
記
で
あ
る
。



服　部　一　啓 （ 28 ）

お
わ
り
に

　
《
酒
望
子
図
幷
酒
德
頌
》
を
手
掛
か
り
に
こ
れ
ま
で
考
察
を
述
べ
て
き
た
。《
酒
德

頌
》・《
酒
望
子
図
幷
酒
德
頌
》・《
酒
望
子
図
》・《
酒
望
子
図
幷
蕪
村
俳
文
》
は
、
軒

先
に
「
酒
望
子
」
を
吊
り
下
げ
た
画
と
賛
に
寄
せ
た
「
酒
德
頌
」
が
ほ
ぼ
同
様
の
形

態
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
蕪
村
敬
慕
の
現
れ
の
一
つ
、
蕪
村
筆
《
杉
酒
屋
画
賛
》
の
図

様
利
用
で
あ
り
、
鐵
齋
の
制
作
を
支
え
る
重
要
な
根
幹
で
あ
る
。
蕪
村
に
因
ん
だ
用

例
の
検
証
、
相
関
関
係
に
つ
い
て
は
別
に
稿
を
草
し
た
い
。
な
お
、
鐵
齋
と
蕪
村
を

繋
ぐ
先
行
研
究
に
、
藤
田
真
一
氏
「
蕪
村
・
鉄
斎
写
「
桃
華
僊
館
図
巻
」
─
謝
寅
号

の
来
歴
─
」（『
会
報
42
号
』
大
阪
俳
文
学
研
究
会
）、
柏
木
知
子
氏
「
富
岡
鉄
斎
の

蕪
村
─
真
摯
に
学
び
、
共
感
の
境
地
に
」（『
別
冊
太
陽　

与
謝
蕪
村　

画
俳
ふ
た
つ

の
道
の
達
人
』）
な
ど
が
あ
り
、
本
稿
で
も
参
照
と
し
た
。

　

再
び
《
酒
德
頌
》・《
酒
望
子
図
幷
酒
德
頌
》
の
書
に
着
目
す
る
と
、

　
「
四
十
七
歳
の
頃
か
ら
六
十
八
歳
ま
で
の
お
よ
そ
二
十
年
間
は
、
金
冬
心
の
書
風

を
母
体
と
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
ま
で
に
学
ん
だ
多
く
の
先
人
た
ち
の
書
風
が
、
集
約

吸
収
さ
れ
て
既
に
鐵
齋
の
血
肉
と
化
し
、
渾
然
と
昇
華
作
用
を
起
し
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
─
中
略
─
こ
の
時
期
を
鐵
齋
書
の
成
立
期
と
呼
ぶ
こ
と
が
出
来
る
で
あ

ろ
う
。」�

（『
鐵
齋
之
書
』
野
中
吟
雪
著
）

鐵
齋
の
書
風
の
推
移
か
ら
み
れ
ば
、
六
十
二
歳
の
筆
で
鐵
齋
の
書
の
成
立
期
に
あ
た

る
。
彼
独
自
の
表
現
の
飛
躍
、
古
稀
前
後
か
ら
の
書
表
現
の
多
彩
さ
と
書
境
の
深
奥

さ
が
こ
の
六
十
歳
を
す
ぎ
る
頃
か
ら
現
れ
つ
つ
あ
る
と
み
て
よ
い
。

　

敬
慕
す
る
先
賢
蕪
村
。
そ
の
筆
跡
に
学
ぶ
と
と
も
に
関
係
資
料
の
蒐
集
や
考
証
に

没
頭
し
、
事
蹟
の
踏
査
な
ど
、
蕪
村
へ
の
傾
倒
ぶ
り
は
遺
さ
れ
た
作
品
や
筆
録
か
ら

知
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
六
十
二
歳
の
筆
《
酒
德
頌
》・《
酒
望
子
図
幷
酒
德

頌
》
が
着
手
さ
れ
た
。
そ
し
て
こ
の
画
題
は
、
十
八
年
後
の
西
宮
賣
酒
隱
士
の
懇
望

に
応
え
た
《
酒
帘
図
幷
蕪
村
俳
文
》
に
結
実
す
る
。
無
論
、
生
活
や
環
境
、
学
問
に

至
る
充
実
ぶ
り
と
そ
れ
ま
で
の
蓄
積
が
あ
っ
た
。
鐵
齋
に
と
っ
て
は
本
意
を
得
た
制

作
で
あ
っ
た
ろ
う
。
老
い
に
向
か
っ
て
益
々
学
問
に
す
ぐ
れ
、
飛
び
抜
け
た
叡
智
と

德
行
が
混
じ
り
合
う
。
ま
さ
に
文
徳
の
人
鐵
齋
で
あ
る
。

※�

本
稿
作
成
に
あ
た
り
、
鉄
斎
美
術
館
か
ら
賜
っ
た
ご
厚
誼
に
謝
意
を
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
調
査
・
写
真
使
用
に
つ
い
て
鐵
齋
堂
の
ご
高
配
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。



富岡鐵齋筆「酒望子図幷酒德頌」考（ 29 ）
資 料 １　 「 帯 醉 」 「 醉 」 を 表 す 落 款 （ 年 代 別 ）

１	 距 今 六 十 年 前 醉 餘 之 筆 。	 慶 応 三 年	 三 十 二 歳	 『 鉄 斎 研 究 』 第 三 六 ― 一 〈 層 巒 雨 霽 圖 〉

２	 鐵 齋 居 士 摩 漸 抄 醉 眼 遂 識 。	 明 治 三 年	 三 十 五 歳	 『 鉄 斎 研 究 』 第 三 四 ― 四 〈 高 子 隠 栖 図 ・ 松 雲 仙 境 図 〉

３	 醉 餘 漫 寫 。	 明 治 四 年	 三 十 六 歳	 『 鉄 斎 研 究 』 第 三 二 ― 三 〈 秋 山 深 趣 圖 〉

４	 鐵 齋 醉 人	 明 治 四 年	 三 十 六 歳	 『 鉄 斎 研 究 』 第 三 三 ― 二 〈 賣 飴 翁 圖 〉

５	 銕 齋 錬 醉 話 中 漫 書	 明 治 四 年	 三 十 六 歳	 『 鉄 斎 研 究 』 第 三 六 ― 三 〈 童 僊 房 開 拓 境 之 詩 書 〉

６	 銕 醉 人 。	 明 治 五 年	 三 十 七 齋	 『 鉄 斎 研 究 』 第 四 九 ― 一 〈 太 平 樓 暮 年 酒 宴 圖 〉

７	 鐵 齋 醉 人 。	 明 治 六 年	 三 十 八 歳	 『 鉄 斎 研 究 』 第 四 五 ― 四 〈 陶 淵 明 像 〉　　

８	 銕 齋 醉 人 。	 明 治 六 年	 三 十 八 歳	 『 鉄 斎 研 究 』 第 六 八 ― 二 〈 寒 江 萬 里 圖 〉

９	 銕 齋 醉 人 寫 。		  三 十 歳 代	 『 鉄 斎 研 究 』 第 五 一 ― 二 〈 擁 山 抱 水 圖 〉

10 	 鐵 史 醉 寫 幷 識	 明 治 八 年	 四 十 歳	 『 鉄 斎 研 究 』 第 二 四 ― 二 〈 三 津 浜 漁 市 圖 〉

11 	 醉 餘 栓 剪 燈 而 寫 此 一 帖 。	 明 治 八 年	 四 十 歳	 『 鉄 斎 研 究 』 第 二 七 ― 四 〈 渉 歷 餘 韵 册 〉 （ 跋 ）

12 	 雨 窗 醉 寫 。	 明 治 八 年	 四 十 歳	 『 鉄 斎 研 究 』 第 六 二 ― 四 〈 大 石 良 雄 圖 〉

13 	 醉 餘 漫 寫 。	 明 治 九 年	 四 十 一 歳	 『 鉄 斎 研 究 』 第 四 六 ― 八 〈 草 花 圖 〉

14 	 醉 中 呵 手 而 寫 。	 明 治 十 七 年	 四 十 九 歳	 『 鉄 斎 研 究 』 第 一 ― 九　 〈 漁 隱 圖 〉

15 	 鐵 史 學 人 錬 醉 餘 漫 寫 幷 題 。		  四 十 歳 代	 『 鉄 斎 研 究 』 第 三 二 ― 一 五 〈 靑 山 幽 隠 圖 〉

16 	 一 日 醉 餘 探 得 古 紙 。 作 此 一 巻 。	 四 十 歳 代	 『 鉄 斎 研 究 』 第 四 八 ― 九 〈 田 家 勤 務 圖 巻 〉 跋

17 	 （ 箱 書 ） 鐵 齋 醉 題 。		  四 十 歳 代	 『 鉄 斎 研 究 』 第 四 八 ― 一 〇 〈 槐 鐵 合 作 山 水 圖 〉

18 	 鐵 崖 醉 墨	 明 治 十 八 年	 五 十 歳	 『 大 和 文 華 館 所 蔵 品 ・ 図 版 目 録 ⑥ 』 〈 車 海 老 図 〉

19 	 銕 齋 醉 民	 明 治 二 十 七 年	 五 十 九 歳	 『 鉄 斎 研 究 』 第 五 八 ― 一 三 〈 禪 苑 雅 會 圖 〉

20 	 醉 餘 寫 幷 題 。	 明 治 二 十 九 年	 六 十 一 歳	 『 鉄 斎 研 究 』 第 二 ― 九　 〈 還 暦 祝 壽 圖 〉

21 	 醉 眼 矇 朧 之 間 。 畫 此 圖 。	 明 治 三 十 年	 六 十 二 歳	 『 鉄 斎 研 究 』 第 二 二 ― 六 〈 鷄 圖 〉

22 	 醉 眼 矇 朧 之 間 畫 此 圖 。	 明 治 三 十 年	 六 十 二 歳	 『 鉄 斎 研 究 』 第 五 〇 ― 一 二 〈 闔 家 全 慶 圖 〉 屏 風

23 	 鐵 齋 醉 民 臨	 明 治 三 十 年	 六 十 二 歳	 『 鉄 斎 研 究 』 第 四 四 ― 九 〈 酒 德 頌 〉

24 	 鐵 齋 帯 酔 而 録	 明 治 三 十 年	 六 十 二 歳	 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〈 酒 望 子 図 幷 酒 德 頌 〉

25 	 帯 醉 而 寫 鐵 齋 外 史 。	 明 治 三 十 一 年	 六 十 三 歳	 『 鉄 斎 研 究 』 第 一 〇 ― 六 〈 佛 説 摩 訶 酒 佛 妙 樂 經 〉　

26 	 銕 齋 醉 筆 。	 明 治 三 十 一 年	 六 十 三 歳	 『 鉄 斎 研 究 』 第 六 七 ― 六 〈 名 家 逸 事 談 〉

27 	 （ 箱 書 ） 醉 餘 爲 此 墨 戯 。		  六 十 歳 代	 『 鉄 斎 研 究 』 第 五 一 ― 一 〇 〈 福 自 勤 儉 來 圖 〉

28 	 鐵 道 人 醉 墨 。		  六 十 歳 代	 『 鉄 斎 研 究 』 第 五 一 ― 一 五 〈 福 内 鬼 外 圖 〉

29 	 鐵 齋 帯 醉 而 墨 戯		  六 十 歳 代	 『 鉄 斎 研 究 』 第 四 二 ― 九 〈 酔 李 白 像 〉　　　　

30 	 鐵 齋 外 史 帯 酔 而 寫		  六 十 歳 代	 『 鉄 斎 研 究 』 第 一 三 ― 五 〈 群 僊 祝 壽 圖 〉　　　

31 	 銕 齋 醉 墨		  六 十 歳 代	 『 最 後 の 文 人 鉄 斎 ― 富 士 山 か ら 蓬 莱 山 へ 』 〈 牛 祭 図 〉

32 	 （ 箱 書 ） 酔 餘 寫 此 。 鐵 齋 酔 人 。		  七 十 歳 代	 『 墨 美　 鉄 斎 の 箱 書 Ⅱ 』 １ ８ ７ 号 〈 壽 字 オ ラ ン ダ 写 丼 〉

33 	 （ 箱 書 ） 醉 恩 露 酒 寫 之 。	 大 正 四 年	 八 十 歳	 『 墨 美　 鉄 斎 の 箱 書 Ⅱ 』 １ ８ ７ 号 〈 備 具 匣 〉

34 	 醉 餘 遊 戯 爲 開 筆 。	 大 正 七 年	 八 十 三 歳	 『 鉄 斎 研 究 』 第 一 四 ― 三 五 〈 蓬 莱 仙 境 圖 〉

35 	 醉 餘 遊 戯 爲 開 筆 。	 大 正 七 年	 八 十 三 歳	 『 鉄 斎 研 究 』 第 四 三 ― 一 七 〈 蓬 莱 仙 境 圖 〉 扇 面　

36 	 醉 餘 信 匆 々 臨 一 本 。	 大 正 十 年	 八 十 六 歳	 『 鉄 斎 研 究 』 第 四 ― 二 一 〈 倣 米 ・ 岳 時 淵 渟 圖 〉

※ 32 「 （ 箱 書 ） 酔 餘 寫 此 。 鐵 齋 酔 人　 七 十 歳 代 『 墨 美　 鉄 斎 の 箱 書 Ⅱ 』 １ ８ ７ 号 〈 寿 字 オ ラ ン ダ 写 丼 〉 」 は 『 清 荒 神

清 澄 寺 所 蔵 富 岡 鉄 斎 作 品 総 目 録　 粉 本 ・ 器 玩 ・ 書 簡 編 』 に 掲 載 「 鶴 龜 繪 付 丼 鉢 」 で あ る 。

※ 33 「 （ 箱 書 ） 醉 恩 露 酒 寫 之 。 大 正 四 年　 八 十 歳 『 墨 美　 鉄 斎 の 箱 書 Ⅱ 』 １ ８ ７ 号 〈 備 具 匣 〉 」 は 『 清 荒 神 清 澄 寺 所

蔵 富 岡 鉄 斎 作 品 総 目 録　 粉 本 ・ 器 玩 ・ 書 簡 編 』 に 掲 載 「 松 竹 梅 靈 芝 繪 料 紙 文 庫 ・ 文 庫 」 で あ る 。



服　部　一　啓 （ 30 ）
資 料 2　 使 用 別 分 類

醉 人
４　 鐵 齋 醉 人	 明 治 四 年	 三 十 六 歳	 『 鉄 斎 研 究 』 三 三 ― 二 〈 賣 飴 翁 圖 〉

６　 銕 醉 人 。	 明 治 五 年	 三 十 七 齋	 『 鉄 斎 研 究 』 四 九 ― 一 〈 太 平 樓 暮 年 酒 宴 圖 〉

７　 鐵 齋 醉 人 。	 明 治 六 年	 三 十 八 歳	 『 鉄 斎 研 究 』 四 五 ― 四 〈 陶 淵 明 像 〉　　

８　 銕 齋 醉 人 。	 明 治 六 年	 三 十 八 歳	 『 斎 研 究 』 第 六 八 ― 二 〈 寒 江 萬 里 圖 〉

９　 銕 齋 醉 人 寫 。		  三 十 歳 代	 『 鉄 斎 研 究 』 五 一 ― 二 〈 擁 山 抱 水 圖 〉

32 （ 箱 書 ） 酔 餘 寫 此 。 鐵 齋 酔 人 。		  七 十 歳 代	 『 鉄 墨 美　 鉄 斎 の 箱 書 Ⅱ 』 １ ８ ７ 号 〈 壽 字 オ ラ ン ダ 写 丼 〉

醉 民
19　 銕 齋 醉 民	 明 治 二 十 七 年	 五 十 九 歳	 『 鉄 斎 研 究 』 五 八 ― 一 三 〈 禪 苑 雅 會 圖 〉

23　 鐵 齋 醉 民 臨	 明 治 三 十 年	 六 十 二 歳	 『 鉄 斎 研 究 』 四 四 ― 九 〈 酒 德 頌 〉

醉 墨
18　 鐵 崖 醉 墨	 明 治 十 八 年	 五 十 歳	 『 大 和 文 華 館 所 蔵 品 ・ 図 版 目 録 ⑥ 』 〈 車 海 老 図 〉

28　 鐵 道 人 醉 墨 。		  六 十 歳 代	 『 鉄 斎 研 究 』 五 一 ― 一 五 〈 福 内 鬼 外 圖 〉

31　 銕 齋 醉 墨		  六 十 歳 代	 『 最 後 の 文 人 鉄 斎 ― 富 士 山 か ら 蓬 莱 山 へ 』 〈 牛 祭 図 〉

醉 筆
26　 銕 齋 醉 筆 。	 明 治 三 十 一 年	 六 十 三 歳	 『 鉄 斎 研 究 』 六 七 ― 六 〈 名 家 逸 事 談 〉

醉 題
17　 （ 箱 書 ） 鐵 齋 醉 題 。		  四 十 歳 代	 『 鉄 斎 研 究 』 四 八 ― 一 〇 〈 槐 鐵 合 作 山 水 圖 〉

帯 醉
24　 鐵 齋 帯 酔 而 録	 明 治 三 十 年	 六 十 二 歳	 　　　　　　　　　 〈 酒 望 子 図 幷 酒 德 頌 〉

25　 帯 醉 而 寫 鐵 齋 外 史 。	 明 治 三 十 一 年	 六 十 三 歳	 『 鉄 斎 研 究 』 一 〇 ― 六 〈 佛 説 摩 訶 酒 佛 妙 樂 經 〉　

29　 鐵 齋 帯 醉 而 墨 戯		  六 十 歳 代	 『 鉄 斎 研 究 』 四 二 ― 九 〈 酔 李 白 像 〉　　　　

30　 鐵 齋 外 史 帯 酔 而 寫		  六 十 歳 代	 『 鉄 斎 研 究 』 一 三 ― 五 〈 群 僊 祝 壽 圖 〉　　　

醉 中
14　 醉 中 呵 手 而 寫 。	 明 治 十 七 年	 四 十 九 歳	 『 鉄 斎 研 究 』 一 ― 九 〈 漁 隱 圖 〉

醉 眼
２　 鐵 齋 居 士 摩 漸 抄 醉 眼 遂 識 。	 明 治 三 年	 三 十 五 歳	 『 鉄 斎 研 究 』 三 四 ― 四 〈 高 子 隠 栖 図 ・ 松 雲 仙 境 図 〉

21　 醉 眼 矇 朧 之 間 。 畫 此 圖 。	 明 治 三 十 年	 六 十 二 歳	 『 鉄 斎 研 究 』 二 二 ― 六 〈 鷄 圖 〉

22　 醉 眼 矇 朧 之 間 畫 此 圖 。	 明 治 三 十 年	 六 十 二 歳	 『 鉄 斎 研 究 』 五 〇 ― 一 二 〈 闔 家 全 慶 圖 〉 屏 風

醉 寫
10　 鐵 史 醉 寫 幷 識	 明 治 八 年	 四 十 歳	 『 鉄 斎 研 究 』 二 四 ― 二 〈 三 津 浜 漁 市 圖 〉

12　 雨 窗 醉 寫 。	 明 治 八 年	 四 十 歳	 『 鉄 斎 研 究 』 六 二 ― 四 〈 大 石 良 雄 圖 〉

醉 餘 （ 醉 餘 漫 を 含 む ）

１　 距 今 六 十 年 前 醉 餘 之 筆 。	 慶 応 三 年	 三 十 二 歳	 『 鉄 斎 研 究 』 三 六 ― 一 〈 層 巒 雨 霽 圖 〉

３　 醉 餘 漫 寫 。	 明 治 四 年	 三 十 六 歳	 『 鉄 斎 研 究 』 三 二 ― 三 〈 秋 山 深 趣 圖 〉

11　 醉 餘 栓 剪 燈 而 寫 此 一 帖 。	 明 治 八 年	 四 十 歳	 『 鉄 斎 研 究 』 二 七 ― 四 〈 渉 歷 餘 韵 册 〉 （ 跋 ）

13　 醉 餘 漫 寫 。	 明 治 九 年	 四 十 一 歳	 『 鉄 斎 研 究 』 四 六 ― 八 〈 草 花 圖 〉

15　 鐵 史 學 人 錬 醉 餘 漫 寫 幷 題 。		  四 十 歳 代	 『 鉄 斎 研 究 』 三 二 ― 一 五 〈 靑 山 幽 隠 圖 〉

16　 一 日 醉 餘 探 得 古 紙 。 作 此 一 巻 。		  四 十 歳 代	 『 鉄 斎 研 究 』 四 八 ― 九 〈 田 家 勤 務 圖 巻 〉 跋

20　 醉 餘 寫 幷 題 。	 明 治 二 十 九 年	 六 十 一 歳	 『 鉄 斎 研 究 』 二 ― 九 〈 還 暦 祝 壽 圖 〉

27　 （ 箱 書 ） 醉 餘 爲 此 墨 戯 。		  六 十 歳 代	 『 鉄 斎 研 究 』 五 一 ― 一 〇 〈 福 自 勤 儉 來 圖 〉

32　 （ 箱 書 ） 酔 餘 寫 此 。 鐵 齋 酔 人 。		  七 十 歳 代	 『 墨 美　 鉄 斎 の 箱 書 Ⅱ 』 １ ８ ７ 号 〈 壽 字 オ ラ ン ダ 写 丼 〉

34　 醉 餘 遊 戯 爲 開 筆 。	 大 正 七 年	 八 十 三 歳	 『 鉄 斎 研 究 』 一 四 ― 三 五 〈 蓬 莱 仙 境 圖 〉

35　 醉 餘 遊 戯 爲 開 筆 。	 大 正 七 年	 八 十 三 歳	 『 鉄 斎 研 究 』 四 三 ― 一 七 〈 蓬 莱 仙 境 圖 〉 扇 面　

36　 醉 餘 信 匆 々 臨 一 本 。	 大 正 十 年	 八 十 六 歳	 『 鉄 斎 研 究 』 四 ― 二 一 〈 倣 米 ・ 岳 時 淵 渟 圖 〉

そ の 他

５　 銕 齋 錬 醉 話 中 漫 書	 明 治 四 年	 三 十 六 歳	 『 鉄 斎 研 究 』 三 六 ― 三 〈 童 僊 房 開 拓 境 之 詩 書 〉

33　 （ 箱 書 ） 醉 恩 露 酒 寫 之 。	 大 正 四 年	 八 十 歳	 『 墨 美　 鉄 斎 の 箱 書 Ⅱ 』 １ ８ ７ 号 〈 備 具 匣 〉



富岡鐵齋筆「酒望子図幷酒德頌」考（ 31 ）
資 料 3　 使 用 印 と の 検 証

1 	 （ 箱 書 ） 距 今 六 十 年 前 醉 餘 之 筆 。	 慶 応 三 年	 三 十 二 歳	 『 鉄 斎 研 究 』 第 三 六 ― 一 〈 層 巒 雨 霽 圖 〉

　　　　 白 文 「 銕 齋 居 士 」 （ 香 山 刻 ） 【 二 四 】

2 	 鐵 齋 居 士 摩 漸 抄 醉 眼 遂 識 。	 明 治 三 年	 三 十 五 歳	 � 『 鉄 斎 研 究 』 第 三 四 ― 四 〈 松 雲 仙 境 図 〉 六 曲 一

双 屏 風

　　　　 ※ 白 文 「 富 岡 百 錬 」 【 未 掲 載 】　 ※ 朱 文 「 銕 民 」 【 未 掲 載 】

3 	 醉 餘 漫 寫 。	 明 治 四 年	 三 十 六 歳	 『 鉄 斎 研 究 』 第 三 二 ― 三 〈 秋 山 深 趣 圖 〉

　　　　 朱 文 「 硯 田 農 」 （ 板 倉 槐 堂 刻 ）

4 	 鐵 齋 醉 人	 明 治 四 年	 三 十 六 歳	 『 鉄 斎 研 究 』 第 三 三 ― 二 〈 賣 飴 翁 圖 〉

　　　　 白 文 「 富 岡 百 錬 」 白 文 「 德 潤 身 」 （ 山 中 信 天 翁 刻 ） 【 九 】

5 	 銕 齋 錬 醉 話 中 漫 書	 明 治 四 年	 三 十 六 歳	 『 鉄 斎 研 究 』 第 三 六 ― 三 〈 童 僊 房 開 拓 境 之 詩 書 〉

　　　　 ※ 白 文 「 氷 壺 」 【 未 掲 載 】 ※ 白 文 「 富 岡 百 錬 」 【 未 掲 載 】 ※ 朱 文 「 字 銕 四 郎 」 【 未 掲 載 】

6 	 銕 醉 人 。	 明 治 五 年	 三 十 七 歳	 『 鉄 斎 研 究 』 第 四 九 ― 一 〈 太 平 樓 暮 年 酒 宴 圖 〉

　　　　 ※ 白 文 「 富 岡 百 錬 」 （ 桑 名 鐵 城 刻 ） 【 一 二 七 】 白 文 「 銕 齋 居 士 」 （ 香 山 刻 ） 【 二 四 】

7 	 鐵 齋 醉 人 。	 明 治 六 年	 三 十 八 歳	 『 鉄 斎 研 究 』 第 四 五 ― 四 〈 陶 淵 明 像 〉

　　　　 白 文 「 仁 者 壽 」 【 未 掲 載 】 白 文 「 銕 齋 」 （ 松 浦 武 四 郎 刻 ） 【 三 八 】

8 	 銕 齋 醉 人 。	 明 治 六 年	 三 十 八 歳	 『 鉄 斎 研 究 』 第 六 八 ― 二 〈 寒 江 萬 里 圖 〉

　　　　 白 文 「 百 錬 私 印 」 （ 板 倉 槐 堂 刻 ） 【 五 】 朱 文 「 字 余 曰 鐵 人 」 （ 板 倉 槐 堂 刻 ） 【 六 】

9 	 銕 齋 醉 人 寫 。		  三 十 歳 代	 『 鉄 斎 研 究 』 第 五 一 ― 二 〈 擁 山 抱 水 圖 〉

　　　　 白 文 「 鴨 沂 迂 人 」 （ 金 邠 刻 ） 【 一 八 四 】 ※ 白 文 「 富 岡 百 錬 」 【 未 掲 載 】

10 	 鐵 史 醉 寫 幷 識	 明 治 八 年	 四 十 歳	 『 鉄 斎 研 究 』 第 二 四 ― 二 〈 三 津 浜 漁 市 圖 〉

　　　　 朱 文 「 修 靜 」 （ 板 倉 槐 堂 刻 ） 【 二 】 白 文 「 鐵 史 」 （ 自 刻 ） 【 二 六 三 】　 白 文 「 無 如 喫 飯 穿 衣 難 」 【 未 掲 載 】

11 	 醉 餘 栓 剪 燈 而 寫 此 一 帖 。	 明 治 八 年	 四 十 歳	 『 鉄 斎 研 究 』 第 二 七 ― 四 〈 渉 歷 餘 韵 册 〉 画 帖 （ 跋 ）

　　　　 白 文 「 鐵 齋 」 【 未 掲 載 】 ※ 題 字 に は 白 文 「 百 錬 」 （ 山 本 竹 雲 刻 ） 【 一 三 】 白 文 「 星 記 」 併 せ て 押 印

12 	 雨 窗 醉 寫 。	 明 治 八 年	 四 十 歳	 『 鉄 斎 研 究 』 第 六 二 ― 四 〈 大 石 良 雄 圖 〉

　　　　 朱 文 「 修 靜 」 （ 板 倉 槐 堂 刻 ） 【 二 】 ※ 白 文 「 富 岡 百 錬 」 【 未 掲 載 】　 朱 文 「 字 銕 四 郎 」 【 未 掲 載 】

13 	 醉 餘 漫 寫 。	 明 治 九 年	 四 十 一 歳	 『 鉄 斎 研 究 』 第 四 六 ― 八 〈 草 花 圖 〉 六 曲 屏 風

　　　　 白 文 「 鐵 史 」 （ 自 刻 ） 【 二 六 三 】

14 	 醉 中 呵 手 而 寫 。	 明 治 十 七 年	 四 十 九 歳	 鉄 斎 研 究 』 第 一 ― 九 〈 漁 隱 圖 〉

　　　　 朱 文 「 凾 三 」 【 未 掲 載 】 朱 文 「 銕 道 人 」 （ 牧 縁 刻 ） 【 一 九 三 】 ※ 白 文 「 蘿 摩 艸 園 」 【 未 掲 載 】

					     　　　   な お 、 【 一 四 】 蘿 摩 園 【 四 五 】 蘿 摩 園 主 が あ る

15 	 鐵 史 學 人 錬 酔 餘 漫 寫 幷 題 。	 四 十 歳 代	 『 鉄 斎 研 究 』 第 三 二 ― 一 五 〈 靑 山 幽 隠 圖 〉

　　　　 白 文 「 鐵 齋 」 白 文 「 富 岡 百 錬 」 ※ 朱 文 「 字 銕 四 郎 」 【 未 掲 載 】

16 	 一 日 醉 餘 探 得 古 紙 。 作 此 一 巻 。	 四 十 歳 代	 『 鉄 斎 研 究 』 第 四 八 ― 九 〈 田 家 勤 務 圖 巻 〉 跋

　　　　 朱 文 「 毫 生 佛 堂 主 人 」 印 （ 自 刻 ） 【 三 〇 五 】

17 	 （ 箱 書 ） 鐵 齋 醉 題 。		  四 十 歳 代	 『 鉄 斎 研 究 』 第 四 八 ― 一 〇 〈 槐 鐵 合 作 山 水 圖 〉

　　　　 ※ 白 ・ 朱 文 「 百 錬 ・ 無 倦 」 方 連 印 （ 桑 名 鐵 城 刻 ） 【 七 六 】 明 治 二 十 七 年 刻 （ 鮮 明 な 写 真 な く 確 認 不 可 ）

18 	 鐵 崖 醉 墨	 明 治 十 八 年	 五 十 歳	 『 大 和 文 華 館 所 蔵 品 ・ 図 版 目 録 ⑥ 』 〈 車 海 老 図 〉

　　　　 朱 文 「 銕 道 人 」 （ 牧 縁 刻 ） 【 一 九 三 】

19 	 銕 齋 醉 民	 明 治 二 十 七 年	 五 十 九 歳	 『 鉄 斎 研 究 』 第 五 八 ― 一 三 〈 禪 苑 雅 會 圖 〉

　　　　 朱 文 「 吾 將 爲 韈 」 （ 桑 名 鐵 城 刻 ） 【 二 三 四 】 ※ 朱 文 「 富 岡 百 錬 」 （ 桑 名 鐵 城 刻 ） 【 未 掲 載 】 で 【 九 一 】 と は 別 印

20 	 醉 餘 寫 幷 題 。	 明 治 二 十 九 年	 六 十 一 歳	 『 鉄 斎 研 究 』 第 二 ― 九 〈 還 暦 祝 壽 圖 〉

　　　　 ※� 白 文 「 銕 槍 齋 」 【 未 掲 載 】 白 文 「 富 岡 百 錬 」 （ 陳 曼 壽 刻 ） 【 一 九 一 】 朱 文 「 千 人 萬 人 中 弌 人 半 人 知 」 （ 清 人 刻 ）

【 三 一 〇 】

21 	 醉 眼 矇 朧 之 間 。 畫 此 圖 。	 明 治 三 十 年	 六 十 二 歳	 『 鉄 斎 研 究 』 第 二 二 ― 六 〈 鷄 圖 〉

　　　　 ※� 朱 文 「 貽 笑 」 【 未 掲 載 】　 両 面 印 白 文 「 富 岡 百 錬 」 （ 桑 名 鐵 城 刻 ） 【 一 一 二 】 朱 文 「 鐵 塞 翁 」 （ 桑 名 鐵 城 刻 ）

【 一 一 三 】

22 	 醉 眼 矇 朧 之 間 畫 此 圖 。	 明 治 三 十 年	 六 十 二 歳	 『 鉄 斎 研 究 』 第 五 〇 ― 一 二 〈 闔 家 全 慶 圖 〉 屏 風

　　　　 白 文 「 富 岡 百 錬 」 （ 篠 田 芥 津 刻 ） 【 二 五 】 朱 文 「 銕 道 人 」 （ 牧 縁 刻 ） 【 一 九 三 】
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23 	 鐵 齋 醉 民 臨	 明 治 三 十 年	 六 十 二 歳	 『 鉄 斎 研 究 』 第 四 四 ― 九 〈 酒 德 頌 〉

　　　　 両 面 印 白 文 「 富 岡 百 錬 」 （ 桑 名 鐵 城 刻 ） 【 一 一 二 】 朱 文 「 鐵 塞 翁 」 （ 桑 名 鐵 城 刻 ） 【 一 一 三 】

24 	 鐵 齋 帯 酔 而 録	 明 治 三 十 年	 六 十 二 歳	 　 　 　 　 　 　 〈 酒 望 于 図 幷 酒 德 頌 〉

　　　　 白 ・ 朱 文　 「 百 錬 ・ 無 倦 」 方 連 印 （ 小 沢 荻 處 刻 ） 【 二 〇 】

25 	 帯 醉 而 寫 鐵 齋 外 史 。	 明 治 三 十 一 年	 六 十 三 歳	 『 鉄 斎 研 究 』 第 一 〇 ― 六 〈 佛 説 摩 訶 酒 佛 妙 樂 經 〉　

　　　　 朱 文 「 平 安 銕 叟 」 （ 桑 名 鐵 城 刻 ） 【 一 二 一 】

26 	 銕 齋 醉 筆 。	 明 治 三 十 一 年	 六 十 三 歳	 『 鉄 斎 研 究 』 第 六 七 ― 六 〈 名 家 逸 事 談 〉

　　　　 白 ・ 朱 文　 「 百 錬 ・ 無 倦 」 方 連 印 （ 小 沢 荻 處 刻 ） 【 二 〇 】

27 	 （ 箱 書 ） 醉 餘 爲 此 墨 戯 。		  六 十 歳 代	 『 鉄 斎 研 究 』 第 五 一 ― 一 〇 〈 福 自 勤 儉 來 圖 〉 ※ 要 検 討 作 品

　　　　 ※ 朱 文 「 銕 齋 居 士 」 【 二 四 】 （ 本 紙　 朱 文 「 鐵 叟 」 （ 自 刻 ） 【 二 九 九 】　 朱 文 「 百 錬 」 （ 桑 名 鐵 城 刻 ） 【 七 四 】 ）

28 	 鐵 道 人 醉 墨 。		  六 十 歳 代	 『 鉄 斎 研 究 』 第 五 一 ― 一 五 〈 福 内 鬼 外 圖 〉

　　　　 朱 文 「 平 安 銕 叟 」 （ 桑 名 鐵 城 刻 ） 【 一 二 一 】

29 	 鐵 齋 帯 醉 而 墨 戯		  六 十 歳 代	 『 鉄 斎 研 究 』 第 四 二 ― 九 〈 酔 李 白 像 〉　

　　　　 両 面 印 朱 文 「 鐵 塞 翁 」 （ 桑 名 鐵 城 刻 ） 【 一 一 三 】 白 文 「 富 岡 百 錬 」 （ 桑 名 鐵 城 刻 ） 【 一 一 二 】

30 	 鐵 齋 外 史 帯 酔 而 寫		  六 十 歳 代	 『 鉄 斎 研 究 』 第 一 三 ― 五 〈 群 僊 祝 壽 圖 〉

　　　　 白 文 「 富 岡 百 錬 」 （ 篠 田 芥 津 刻 ） 【 二 五 】 朱 文 「 山 背 國 人 」 （ 自 刻 ） 【 三 〇 二 】

31 	 銕 齋 醉 墨		  六 十 歳 代	 『 最 後 の 文 人 鉄 斎 ― 富 士 山 か ら 蓬 莱 山 へ 』 〈 牛 祭 図 〉

　　　　 ※ 朱 文 「 銕 ？ □ 」 【 未 掲 載 】

32 	 （ 箱 書 ） 酔 餘 寫 此 。 鐵 齋 酔 人 。	 七 十 歳 代	 � 『 墨 美　 鉄 斎 の 箱 書 Ⅱ 』 １ ８ ７ 号 〈 壽 字 オ ラ ン ダ 写 丼 （ 鶴 龜

繪 付 丼 鉢 ） 〉

　　　　 朱 文 「 平 安 銕 叟 」 （ 桑 名 鐵 城 刻 ） 【 一 二 一 】

33 	 （ 箱 書 ） 醉 恩 露 酒 寫 之 。	 大 正 四 年	 八 十 歳	 『 墨 美　 鉄 斎 の 箱 書 Ⅱ 』 １ ８ ７ 号 〈 備 具 匣 〉

　　　　 白 文 「 銕 齋 居 士 」 （ 香 山 刻 ） 【 二 四 】

34 	 醉 餘 遊 戯 爲 開 筆 。	 大 正 七 年	 八 十 三 歳	 『 鉄 斎 研 究 』 第 一 四 ― 三 五 〈 蓬 莱 仙 境 圖 〉

　　　　 朱 文 「 富 岡 百 錬 」 （ 圓 山 大 迂 刻 ） 【 三 六 】

35 	 醉 餘 遊 戯 爲 開 筆 。	 大 正 七 年	 八 十 三 歳	 『 鉄 斎 研 究 』 第 四 三 ― 一 七 〈 蓬 莱 仙 境 圖 〉 扇 面　

　　　　 朱 文 「 漁 夫 圖 印 」 （ 清 人 刻 ） 【 二 四 〇 】 朱 文 「 銕 翁 」 【 二 五 一 】 鉄 翁 祖 門 用 印

36 	 醉 餘 信 匆 々 臨 一 本 。	 大 正 十 年	 八 十 六 歳	 『 鉄 斎 研 究 』 第 四 ― 二 一 〈 倣 米 ・ 岳 時 淵 渟 圖 〉

　　　　 ※ 白 文 「 銕 槍 齋 」 【 未 掲 載 】 朱 文 「 錬 」 （ 自 刻 ） 【 二 九 一 】

注　� ｛ 印 文 ・ 刻 者 な ど は 『 鉄 斎 研 究 』 、 『 鉄 斎 研 究 』 第 七 三 号 「 富 岡 鉄 斎 用 印 大 成 」 に 拠 り 、 【   】 に 示 す 番 号 は そ の 通 し

番 号 を 使 用 し た 。 ｝

注　 ※ に つ い て は 、 な お 検 討 を 要 し た い 。


